
吉川　まゆみ  議員

質問項目ここが聞きたい!
一般質問

（一般質問の文章は、質問者の責任で作成しています）

新たな機器の内容は

無線方式のシステムへ移行

あ
ん
し
ん
電
話

問　
「
高
齢
者
見
守
り
事
業
」

の
ひ
と
つ「
あ
ん
し
ん
電
話
」

の
内
容
と
利
用
状
況
は
。

福
祉
健
康
課
長
　
平
成
６
年

に
導
入
。
町
の
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
台
帳
に
登
録
の
あ
る

65
歳
以
上
を
対
象
と
し
て
設

置
。当
初
は
１
１
０
台
だ
っ
た

が
、
現
在
は
75
台
で
あ
る
。
受

信
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
報
の
内

容
に
応
じ
て
、相
談
を
受
け
た

り
、緊
急
時
に
は
利
用
者
宅
へ

確
認
に
行
く
。28
年
度
の
利
用

者
は
92
名
、
29
年
度
は
91
名
、

30
年
度
は
88
名
、令
和
元
年
度

は
82
名
、２
年
度
は
12
月
末
現

在
75
名
で
、待
機
者
は
７
名
で

あ
る
。

問　

新
年
度
更
新
す
る
機
器

の
内
容
は
。

福
祉
健
康
課
長　

固
定
電
話

や
携
帯
電
話
が
な
く
て
も
対

応
で
き
る
無
線
方
式
の
シ
ス

テ
ム
へ
移
行
す
る
。９
月
頃

ま
で
を
目
途
に
現
在
の
利
用

者
と
待
機
者
７
名
を
優
先
し

設
置
し
て
い
く
。そ
の
後
は
、

未
利
用
の
一
人
暮
ら
し
高
齢

者
台
帳
登
録
者
に
新
シ
ス
テ

ム
の
案
内
を
行
い
、
令
和
３

年
度
中
に
１
０
０
台
程
度
の

設
置
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

軽
井
沢
町
は
老
老
世
帯

も
利
用
で
き
る
。
当
町
も
利

用
の
枠
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

福
祉
健
康
課
長　

今
は
対
象

を
広
げ
る
の
で
は
な
く
、
登

録
さ
れ
て
い
る
方
に
、
利
用

の
意
向
に
つ
い
て
確
認
を
進

め
て
い
き
た
い
。命を守るあんしん電話

吉 川　 ま ゆ み 議員 11 ページ

① 新型コロナワクチン接種について
② あんしん電話（緊急通報装置）の

利用について
③ コロナ禍での高齢者の健康維持

について

栗 田　　 隆　 議員 12 ページ

① ワクチン接種について
② ゴミ問題について
③ ICT教育について

祢 津　 明 子　 議員 12 ページ

① DX化、ゼロカーボン社会の実現
に向けて

② 稼げるまちづくりについて
③ 新規創業を促すために

玉 川　 清 史　 議員 13 ページ

① 少人数学級実現に向けて	
② 子育て支援について

中 島　 新 一　 議員 13 ページ

① アフターコロナに向けて
② 森林整備について

山 城　 峻 一　 議員 14 ページ

① びんぐしの里公園について
② 児童館について
③ 男女共同参画社会のまちづくり

小 宮 山　 定 彦 議員 14 ページ

① 林業振興について
② 一般廃棄物処理について

塩 野 入　 猛　 議員 15 ページ

① 新型コロナワクチン接種について
② 国道 18 号バイパスについて

朝 倉　 国 勝　 議員 15 ページ

① コロナ対策について
② 国土利用計画について
③ 町の表彰式について

大 森　 茂 彦　 議員 16 ページ

① 地域公共交通の構築は
② 総合戦略と人口ビジョンについて
③ 男女共同参画計画の町づくり

滝 沢　 幸 映　 議員 16 ページ

① 長期総合計画について
② 国際交流と海外派遣について

大 日 向　 進 也 議員 17 ページ

① 鉄の展示館西側の土地の利用に
ついて

② 空き家対策について

中 嶋　 登　　 議員 17 ページ

① ふるさと納税について
② 地球温暖化について
③ 気候非常事態宣言について
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栗田　隆  議員

問　

Ｄ
Ｘ
化
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
今

後
の
計
画
は
。

町
長　

町
と
商
工
会
、（
公

財
）
さ
か
き
テ
ク
ノ
セ
ン

タ
ー
、
テ
ク
ノ
ハ
ー
ト
坂
城

協
同
組
合
が
連
携
し
、
町
内

事
業
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
聞

く
と
と
も
に
、
国
・
県
等
の

支
援
策
の
動
向
を
注
視
し
な

が
ら
町
内
産
業
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
化
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
化
の

推
進
に
向
け
た
支
援
策
等
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

ま
ち
活
性
化
に
向
け
て

問　
稼
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の

一
つ
と
し
て
、
駅
周
辺
の
整

備
と
活
性
化
に
向
け
た
町
の

考
え
は
。

商
工
農
林
課
長　

３
年
度
、

坂
城
高
校
と
筑
波
大
学
と

の
高
大
連
携
事
業
を
計
画
。

こ
の
事
業
は
、
デ
ー
タ
分
析

に
基
づ
き
社
会
問
題
の
解
決

な
ど
を
学
ぶ
筑
波
大
学
の
学

生
が
当
町
を
訪
れ
、
坂
城
高

校
の
生
徒
と
共
同
し
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
通
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
係
る
テ
ー
マ

を
設
定
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
行
う
。
駅
周
辺
の
活
性

化
な
ど
に
つ
い
て
若
者
目
線

に
よ
る
ア
イ
デ
ア
に
期
待
す

る
。ま
た
、昨
年
取
得
し
た
鉄

の
展
示
館
西
側
の
土
地
も
含

め
、
魅
力
あ
る
中
心
市
街
地

と
し
て
環
境
を
整
え
、
賑
わ

い
に
よ
る
波
及
効
果
で
地
域

経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

金属 3D プリンター導入

問　
個
人
が
意
思
決
定
す
る

場
合
必
要
と
な
る
も
の
は
、

㈠ 

正
確
な
情
報
・
デ
ー
タ

㈡ 

正
し
い
科
学
的
知
見

㈢ 

不
当
な
圧
力
が
無
い
こ
と

㈣ 

バ
ラ
ン
ス
感
覚
を
持
っ
た

冷
静
な
熟
慮

　

今
回
の
コ
ロ
ナ
騒
動
で
は
、

発
症
者
数
・
死
亡
者
数
に
関

し
て
は
正
確
な
デ
ー
タ
と
は

言
い
難
い
。

　

一
方
、年
間
死
亡
者
数
が
減

少
し
た
と
い
う
喜
ば
し
い
事

実
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
報

道
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

接
種
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
は

従
来
の
ワ
ク
チ
ン
と
は
違
う

Ｒ
Ｎ
A
遺
伝
子
を
注
入
す
る

と
い
う
世
界
初
の
試
み
で
あ

る
。長
期
に
わ
た
っ
て
の
治
験

も
な
い
。同
調
圧
力
も
強
い
。

　

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
勘
案

す
れ
ば「
急
い
で
接
種
を
す

る
必
要
は
な
い
」
と
い
う
判

断
も
十
分
に
合
理
的
で
あ
る
。

接
種
し
な
い
人
に
対
す
る
差

別
な
ど
へ
の
対
策
は
。

保
健
セ
ン
タ
ー
所
長　

接

種
を
受
け
な
い
人
に
対
し
、

誤
っ
た
知
識
や
不
確
か
な
情

報
に
よ
る
、
不
当
な
差
別
な

ど
の
人
権
問
題
が
起
こ
ら
な

い
よ
う
に
十
分
に
広
報
し
て

い
く
。

ゴ
ミ
の
戸
別
収
集
に
つ
い
て

問　
ゴ
ミ
出
し
困
難
者
に
対

し
て
戸
別
収
集
等
の
取
り
組

み
は
。

町
長　

収
集
体
制
な
ど
先
進

事
例
な
ど
を
参
考
に
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

希望しない人への配慮を

十分な広報を行う

ワ
ク
チ
ン

戸別収集（横浜市）

祢津　明子  議員

新・商工業
“
新
”社
会
実
現
に
向
け
て

４
団
体
で
連
携
し
研
究
す
る
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中島　新一  議員

玉川　清史  議員

問  

事
業
所
へ
の
支
援
と
町

主
要
イ
ベ
ン
ト
開
催
に
向
け

て
の
考
え
は
。ま
た
、花
火
大

会
の
開
催
を
。

町
長　
今
後
は
、ワ
ク
チ
ン
接

種
が
始
ま
り
感
染
の
状
況
は

改
善
さ
れ
て
い
く
と
期
待
す

る
が
、し
ば
ら
く
の
間
は
飲
食

店
等
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
い
状
況
が
続
く
と
予
想
さ

れ
る
。
引
き
続
き
、
商
工
会
等

と
情
報
共
有
及
び
連
携
し
な

が
ら
事
業
所
に
対
し
令
和
３

年
度
も
消
費
喚
起
策
や
新
た

な
支
援
策
も
検
討
し
て
い
き

た
い
。

　

主
要
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

つ
い
て
は
、ば
ら
祭
り
や
坂
城

ど
ん
ど
ん
の
開
催
に
向
け
て

各
実
行
委
員
会
へ
の
補
助
金

を
予
算
計
上
し
た
。感
染
状
況

に
も
よ
る
が
、国
や
県
の
感
染

防
止
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
に
沿

い
実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
く
。
花
火
大
会
は
、
近
隣

市
町
村
と
連
携
し
た
話
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

森
林
整
備
に
つ
い
て

問　
町
有
林
の
整
備
に
つ
い
て

商
工
農
林
課
長
　
町
有
林
の

整
備
を
行
う
た
め
10
名
の
林

業
委
員
を
委
嘱
し
、
下
草
刈

り
や
枝
打
ち
、
獣
害
防
止
の

た
め
の
忌
避
剤
の
塗
布
等
の

作
業
を
行
っ
て
い
る
。
引
き

続
き
林
業
委
員
を
中
心
に
整

備
な
ど
に
取
り
組
む
。

町イベントの開催は

実施に向け準備

コ
ロ
ナ
後

問　
現
在
40
人
学
級
と
し
て

い
る
国
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
も
考
慮
し
て
35
人
学
級

の
方
針
を
示
し
た
。
県
は
す

で
に
35
人
学
級
を
お
こ
な
っ

て
お
り
、
町
で
も
実
現
し
て

い
る
が
、
少
人
数
学
級
を
さ

ら
に
す
す
め
る
考
え
は
。

教
育
長
　
平
成
14
年
か
ら
の

県
の「
信
州
少
人
数
教
育
推

進
事
業
」に
よ
り
、町
内
各
小

学
校
に
加
配
の
教
員
が
配
置

さ
れ
、
す
べ
て
の
学
級
が
35

人
以
下
の
学
級
編
制
に
な
っ

て
い
る
。ま
た
、町
と
し
て
は

児
童
生
徒
支
援
員
を
各
学
校

に
３
人
ず
つ
配
置
し
て
い

る
。

　

こ
う
し
た
学
級
編
制
で
、

児
童
生
徒
へ
の
よ
り
細
や
か

な
対
応
や
個
に
寄
り
添
っ
た

学
習
指
導
が
図
ら
れ
た
な
ど

の
具
体
的
な
成
果
も
挙
が
っ

て
い
る
。

　

国
の
施
策
と
し
て
35
人
以

下
学
級
が
今
後
拡
大
し
て
い

く
中
で
、
県
に
は
さ
ら
に
体

制
を
充
実
す
る
よ
う
に
教
育

関
係
の
諸
団
体
と
連
携
し
て

要
望
し
て
い
く
。

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

問　
子
育
て
短
期
支
援
事
業

が
始
ま
る
の
は
い
つ
か
。

町
長
　
事
業
に
は
児
童
の
短

期
入
所
生
活
援
助
事
業
と
夜

間
養
護
等
事
業
が
あ
る
。
現

在
宿
泊
や
夜
間
の
受
け
入
れ

が
可
能
な
町
外
の
児
童
養
護

施
設
等
の
選
定
と
契
約
の
準

備
を
進
め
て
お
り
、４
月
か

ら
の
実
施
予
定
で
あ
る
。

少人数学級

さ
ら
に
す
す
め
る
考
え
は

県
に
体
制
の
充
実
を
要
望

児童養護施設（千曲市）

ばら祭りの開催が待ち遠しい
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